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    CIEC(コンピュータ利用教育学会)研究大会 

2020 PC Conference 
産学共同で切り開くこれからの教育・学習 

開催日時：2020年 8月 18日（火）19日（水）20日（木） 

開催場所：同志社大学 京田辺キャンパス（〒610-0394 京田辺市多々羅都谷 1-3） 

公式サイト：https://gakkai.univcoop.or.jp/pcc/2020/  
※新型コロナ感染症拡大を防ぎ皆様の安全を考慮しオンライン開催に変更しました。

主  催：一般社団法人 CIEC（コンピュータ利用教育学会） / 全国大学生活協同組合連合会 

後  援：同志社大学,文部科学省,経済産業省近畿経済産業局, 京都府教育委員会  

京田辺市教育委員会，奈良県教育委員会，奈良市教育委員会 NHK京都放送局， 

京都新聞社，大学コンソーシアム京都 

参加費：一般：7,000円/学生・院生：3,500円※税込 

■PCカンファレンスの特徴

1.教職員がそれぞれの専門領域を越えて，コンピュータ教育，それを使った教育，研究について議論し経験を交流する場であること。

2.幅広く，初等教育から生涯教育までを視野に入れること。

3.大学院生・学生のレポートや運営への参加を大切にすること。

4.海外の先進事例にも視野を広げ，たえず新鮮な刺激を取り入れること。

5.教育と研究の実践に焦点を合わせ，ハードやOSの違いにこだわらないこと。

6.完成された報告だけでなく萌芽的な経験も含め，だれでも気楽に報告できる場であること。

7.企業から提供される，最新のコンピュータ教育に関する情報を共有すること。

※企画及び時間は変更になる場合があります

お問い合わせ先：PCカンファレンス実行委員会事務局 

〒166-8532東京都杉並区和田 3-30-22 大学生協会館 4階（CIEC事務局内） 

TEL：03-5307-1195 FAX：03-5307-1180  E-MAIL：pcc-info@ciec.or.jp 

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

8月18日
（火）

8月19日
（水）

8月20日
（木）

全体会

基調講演

12：00 -13：50 

分科会
9：00-11：25 

分科会
14：00-16：25 

イブニングセッション

18：00-20：00

CIEC総会
12：30-13：

30

分科会
9：00-11：25

プレカンファレ
ンス

9：30～11：00

セミナー１
12：30-14：00

シンポジウム1

14：10-15：40

シンポジウム2

16：00-17：30

セミナー2
14：15-15：45

セミナー3
16：00-17：30

オンライン
レセプション

17 ：00-18：30

©2020 CIEC

https://gakkai.univcoop.or.jp/pcc/2020/
mailto:pcc-info@ciec.or.jp


（敬称略） 

 

■ 8月 18日（火） ■ 

 

【プレカンファレンス】 時間 9:30－11:00     

「VRに惑わされない「ひきこもり教育・学習を加速する」バーチャル空間の使い方」  

VR機器やスマートフォンまで，多様なデバイスから利用できるバーチャル SNS「cluster (クラスター）」。 リアル空間

での接触に困難を抱える昨今，増えているのは「バーチャル勉強会」「バーチャル学会」といった学習や教育の場とし

ての利用です。「VR」という 単語にも手垢のついた現在「なんか先端的なイメージだけど，まだまだ使えないんでしょ」

そんな印象を覆すような事例をご紹介します。 

 

【全体会・基調講演】 時間：12：00－12：10      

開会挨拶：新関三希代（PCC実行委員長 同志社大学副学長・教育支援機構長） 

開催校挨拶：植木朝子（同志社大学学長） 

主催者挨拶及び趣旨説明：若林靖永（CIEC会長理事 京都大学） 

司会：宿久洋（副実行委員長 同志社大学） 

 

 

【基調講演】  

今回のPCカンファレンスのテーマは，SDGsやAIなどのように大きな未来変革が求められるなか，未来を担う人づく

りのためにはこれまでにない産業界と大学等学校が協力共同して，新たな教育プログラムや教材，学習環境を開

発・提供することが求められるという点に注目して，「産学共同で切り開くこれからの教育・学習」（仮題）とすることを

予定しています。これに関連した基調講演を，データサイエンス教育とビジネススクールでの教育プログラムに関連

して，お二方に講演いただく。 

 

・基調講演 1： 時間：12：10－13：00（40分） 

「データサイエンス教育における産学共同研究」          

河本薫（滋賀大学データサイエンス学部教授）  

 

・基調講演 2： 時間：13：00－13：50（40分） 

「産学共同から生まれる新しい教育の挑戦とその課題」      

若林靖永（京都大学経営管理大学院経営研究センター長・教授，CIEC会長理事）  

 

 

【シンポジウム 1】 時間：14：10－15：40 

「産学共同による教育実践の課題とその解決法」   

「産学共同で切り開くこれからの教育・学習」という 2020PCC のテーマをふまえ，これに関連した基調講演として，デ

ータサイエンス教育とビジネススクールでの教育プログラムに関連してお二人の先生に講演をいただいた。本シン

ポジウムでは，その講演を受けて，具体的に，産学共同による教育実践の課題を明確にし，それをどのように解決し

ていくかを探るための討論の場をする。   

パネリスト    

河本薫（滋賀大学データサイエンス学部教授） 

若林靖永（京都大学経営管理大学院経営研究センター長・教授，CIEC会長理事） 

指定討論者：宿久 洋（同志社大学） 

司会 

中村泰之（名古屋大学情報学研究科准教授，CIEC副会長理事） 

 

 

【シンポジウム 2】 時間：16：00－17：30 

検証「新型コロナ」休校！ そのとき学校はどう動いたか ー新たな学びの場の構築と充実ー      

 

今春，新型ウイルスが日本中を襲い，とりわけ教育の現場では休校， 新学期開始の繰り下げなどの対策に追われ
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た。働き方ではテレワー クが推奨されるなか，学習の機会の確保という観点から学校教育に おいても従来の学習

の場の代替というだけでなく，学び方の新たな地 平を開く必要に迫られた。このセミナーでは，今春，各学校がどの

よう に動いたかを検証し，これからのオンライン学習・教材などの構築と充 実について議論したい。  

 

パネリスト 

斎藤勝（帝京平成大学） 

平田義隆（京都女子高等学校） 

吉田賢史（早稲田大学高等学院） 

 

司会 

武沢護（早稲田大学大学院・高等学院） 

 

 

【イブニングセッション】 時間 18：00−20：00  

（1）「Security Game Night～ゲームで体感，標的型攻撃」 

主催者 山田夕子（社会医療法人愛仁会 公認セキュリティ監査人補）  

2019年，本物のメールの返信を装う，本物のメールを盗用するなどの手法で送られるマルウェア「Emotet」が流行

した。Emotetに感染した大学では，10,000件を超えるメールが流出。公的機関の中には，窃取されたメールアドレス

を悪用されて迷惑メールを送信された例もあった。届いたメールからは見分けにくいといわれる Emotet。１台の感染

から被害が拡大した例や，Emotetにより別のマルウェア（ランサムウェアが多い）感染の被害にあった例もある。ラン

サムウェアは，情報流出を隠すためとも言われている。 

ところで，Emotetの侵入にも使われる標的型攻撃は，ここ数年「セキュリティ１０大脅威」の一つにランクインしてお

り，セキュリティ対策と攻撃のいたちごっこが繰り返されている。今回は，標的型攻撃を題材にしたビデオゲームを楽

しみながら，有効な対策，個々の場面での優先事項を考える機会としたい。 

 

 

（2）「学習行動が明らかになるデジタル教科書体験」  

主催者：田中雅章（大橋学園 ユマニテク短期大学）  

共催者：名和輝明（京セラコミュニケーションシステム株式会社 コンサルティング事業本部 ） 

主催者が所属する学園の看護師養成校では，１学年約 80名の学生が平成 27年よりデジタル書籍配信システム

を使って学習しています。現在では，採用教科書の約 90%がデジタル化しています。さらに，教科書ばかりでなく

PowerPointや授業で配布するプリントもデジタル教材になっています。  

このセッションの内容は，①導入事例の紹介，②デジタル書籍配信システムの説明とデジタル教科書体験の 2

部構成です。①導入事例では，デジタル教科書を導入計画から実施まで。利用ログから国家試験に合格する学生

と不合格になる学生の学習行動の違いが明らかにできた報告です。②システムの仕組みの説明では，デジタル教

科書やデジタル教材配信の仕組みとデジタル教科書アプリの機能を説明します。  

タブレットをお持ちでない方は，お持ちの PC へデジタル教科書アプリのインストールをお願いします。事前にイン

ストール方法をお知らせします。ご協力，よろしくお願いします。 

 

 

（3） 「Surfaceを活用した学び体験報告」 

主催者：高祖健太（大学生協中四国事業連合 勉学研究支援事業グループ） 

共催者：瀬尾芽実 （日本マイクロソフト株式会社） 

 大学生協中四国事業連合管内の Surfaceアンバサダーから Surfaceを使った学びの体験報告を行います。今年

はコロナウィルスの影響でオンライン講義を実施する大学が多く存在します。講義の受け手である学生がどのように

Surfaceを使って学びを体験したかをテーマにそれぞれ報告を行います。 

 Surface便利？普通の PC と何が違う？どんな使い方ができるの？に興味がある方はどなたでもお気軽にご参加く

ださい。Surfaceユーザーでもなくてもどなたでも歓迎です。 

 Surfaceアンバサダーとは？ 

大学生協中四国事業連合では，4 年前から Surface の活用を自ら深め，活用を広げることを目的に学生有志で

「Surfaceアンバサダー」を結成して活動をしています。主に以下の 3つを中心に行っています。 

①自ら Surfaceを使った学びを実践する。 
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②自身の大学の ICT活用の状況を把握し，それを推進するための課題を発見する。 

③実際の自分の経験を共有し広める。 

 

 

（4）「DECSプラットフォームを活かしたＰＣ講座電子教材を試用してみよう」 

主催者：北村士朗（熊本大学） 

共済者：全国大学生協連 

 主催者らがインストラクショナルデザインに基づいて開発した，DECSプラットフォームを活かしたPC講座電子教材

を実際に試用していただきます。この教材は短期集中型の PC 講座を想定し，「作らない」「教えない」「学ばせる」こ

とを目指し，外部へのリンクや動画を活用し，教材内のリンク機能を用いて学ぶ必要がある部分だけを学べるように

しました。また，画面はスマートフォンに最適化していますので，パソコンを操作しながら，説明や指示はスマートフォ

ンで見るといった簡易マルチディスプレイ環境での学習が可能です。当日は付箋機能なども用いて模擬授業を行い，

DECSでアンケートを実施した後，感想などをディスカッションします。 

試用する教材の内容は PowerPoint 入門ですので，PowerPoint がインストールされたパソコンが必携です。加えて，

できればスマートフォンまたはタブレットもご持参ください。 

 

 

（5）「ゼミ担当教員のみなさん，春学期のゼミどうやって乗り切りましたか？」 

主催者：古賀暁彦（産業能率大学 情報マネジメント学部） 

 新型コロナウィルスに翻弄された春学期でしたね。多くの授業がオンライン化を余儀なくされる中，一番困ったのが

「ゼミ」の運営ではなかったでしょうか？実はこのイブニングセッションの案内文は 4月 7日，つまり緊急事態宣言の発

令された日に執筆しています。ということで，今春学期のゼミをどう運営しようか私自身途方にくれています。しかしき

っと 8月の CIECの頃にはウィルスも収束し「いやー半期大変だったねえ」と皆さんと語り合える日が来ると信じて頑張

っています。また今回「三密をさけてオンラインでどうゼミを運営するか」を考える中で「ゼミ」とは一体何なのだろう疑

問が湧いてきました。そこでこのセッションでは今期どうゼミを乗り切ったかという皆様からの報告をベースに，その活

動を通じて見えてきた「ゼミ」の本質について一緒に考えていきたいと思います。あわせて昨年から有志で実施して

いる「ゼミ研究会」の活動についてもご報告させて頂く予定です。 

 

 

（6）「情報活用能力の向上のための学生への人的支援のありかた〜2020年度における ITサポートデスクの活動〜」 

主催者：大学 ICT推進協議会ユーザーコミュニケーション部会，尾崎拓郎（大阪教育大学） 

共催者：森村吉貴（京都大学），近堂徹（広島大学），森本尚之（三重大学） 

 近年，学生の情報活用能力の向上や大学の情報基盤システムの高度化を目指した大学の取り組みのひとつとし

て，情報端末の活用は欠かせなくなってきている。特に，2020年度においては，オンラインで学内の教職員や学生

に対しての支援を行う必要があり，多くの大学で支援のあり方を早急に考慮しなければならない事態となっている。

それらを達成するためには，学内での ITサポートサービスが不可欠となるが，その支援のあり方については大学ごと

に様々な工夫がなされているところである。 

 本セッションでは，情報端末の利用促進に関わる学内構成員に促進するための ITサポートサービスを，大学教職

員，学生支援員等の異なる視点から，各々の観点や取り組みについて述べ，今後の支援サービスのあり方について

フロアを交えて議論を行う。 

 

 

 

 

■ 8月 19日（水） ■ 

 

【分科会】 89本発表 

8月 19日（水） 9：00−11：25  

8月 19日（水） 14：00−16：25  

8月 20日（木） 9：00−11：25 

※時間割 

https://gakkai.univcoop.or.jp/pcc/2020/pdf/timetable-all.pdf 
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■ 8月 20日（木） ■ 

 

【セミナー1】  時間：12：30－14：00 

「CIEC会誌『コンピュータ＆エデュケーション』に採択されるために－研究と論文の質をいかに高めるか－」 

 

会誌 46 号から投稿論文の種別を「研究論文」「実践論文」「研究ノート」「実践報告」としました。それぞれのカテゴリ

ーがどんなものを求めているのか，採択の成否を分けるもの，論文の内容を効果的に伝える日英アブストラクトの書

き方，研究と論文の質を高める統計手法などについて「ストーリー性」をキーワードに検討します。 

パネリスト 

 横川博一（神戸大学） 

 松下慶太（関西大学） 

 鳴海智之（兵庫教育大学） 

 寺尾 敦（青山学院大学） 

 

【セミナー2】  時間：１４：15－１５：45 

「アフターコロナ，ウィズコロナの時代に大学生協は何ができるのか」 

 

新型コロナウィルスの感染拡大の影響により今までの常識が通用しない世界になった。それは私たちの仕事や生活

の場である教育機関も例外ではない。 

 

大学では、学生たちがキャンパス内に集っていた日常が大きく変化をした。非対面が当たり前になった社会では、大

学や大学生協も従来の常識に囚われていては生き残ることさえ難しいであろう。一方で、この変化を捉えることがで

きれば大きなチャンスを掴むことができるはずだ。 

 

では、どうすればよいか？まず、アフターコロナ・ウィズコロナの社会環境の中でどのような「メガトレンド」が発生してい

るのかを知ること。そして、その「メガトレンド」を「大学の環境、大学生の学びや生活」に結び付けて読み解き、大学

生協としてどう受け止め、変化し、進化するかを考えることが必要不可欠であろう。 

 

本セミナーでは大ヒット作となった書籍「アフターコロナ」を緊急発刊された日経ＢＰから登壇者をお招きしメガトレン

ドについて解説いただいた上で、大学や大学生協がどのように変わるべきか、変わりうるかを参加者の皆さんと議論

していく。 

 

パネリスト 

中野淳（日経BP コンシューマーメディア局長補佐）  

北村士朗（熊本大学 （熊本大学 教授システム学研究センター）  

毎田伸一（全国大学生協連 専務理事 ） 

矢間裕大（全国大学生協連 学生委員長・大阪大学工学研究科博士前期課程）  

内赤尊記（千葉大学生活協同組合 専務理事） 

 

司会 

松葉哲史（法政大学生活協同組合 店長） 

 

主なセミナー対象者： 

大学生協 役員・職員・学生スタッフ，大学教職員・学生・院生，大学生協 取引先 
 

 

【セミナー3】  時間：16：００－17：30             

「大学生はデジタルデバイス・コンテンツを学修にどう活かしているか？」   

 

ノート PC とスマートフォンといったデジタルデバイスを当たり前に持つ現在の大学生は，これらのデバイスや電子書

籍やノートアプリといったデジタルコンテンツを，大学での学習にどのように活かしているのでしょうか。このセミナーで
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は，大学生のデジタルデバイスやデジタルコンテンツを使った学修方法や活用事例を報告し，最近の大学生の学

び方について考えます。 

 

パネリスト 

山中章司（三重大学 3年生） 

近廣勇樹（九工大 4年生） 

斎藤貴弘（弘前大学 4年生） 

司会 

北村士郎（熊本大学） 
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実行委員長挨拶 

 

新関三希代 同志社大学副学長・教育支援機構長 

 

 

2020PC カンファレンスは，8 月 18 日（火）から 20 日（木）まで，同志社大学京田辺キャンパ

スにて開催されます。テーマは「産学共同で切り開くこれからの教育・学習」です。本学で PCカ

ンファレンスを開催するのは，1997 年に「学習者中心の教育とコンピュータ&ネットワーク」と

いうテーマで開催して以来，実に 23年ぶりとなります。 

今回のテーマは，未来を担う人づくりのためにはこれまでにない産業界と大学等学校が協力共

同して，新たな教育プログラムや教材，学習環境を開発・提供することが求められることから設

定されたものです。 

 産学が共同して行う教育については，従来からその重要性が指摘されており，多くの大学で様々

な形で実施されています。直近の高等教育無償化との関連で新たに検討を進めた大学も多いので

はないでしょうか。 

 同志社大学においても企業との共同研究は盛んであり，多くの寄付講座が開設されています。

この流れをさらに進め，2019年度には大学全体として株式会社大和総研と包括的な教育研究協定

を締結し，1．学生のキャリア開発，2．学生のデータサイエンス教育，3．社員の教育プログラム

の実施，4．新たな共同研究の創出を共に推進しています。さらに大学院レベルでは，2020 年度

から高等教育研究院に設置される研究科横断型の副専攻プログラム（Comm 5.0 AI-データサイエ

ンス副専攻）において，企業との共同研究を通じた大学院生の実践的な教育の試みが開始されよ

うとしています。 

 しかしながら，現状の産学連携，特に教育面においては多くの課題があります．インターンシ

ップ，企業講師によるオムニバスな知識提供等を正課の単位として認定することに懐疑的な意見

が多いのも現状です．  

 近年，産業界からの要請もあって，大学のリテラシー教育が変わりつつあります．知の創造や

文化の継承と同時に人物を育成する組織としての大学の役割と社会の要請に応えるという組織と

しての大学の役割は矛盾するものではありませんが，時代や社会情勢の変化によって柔軟な対応

が求められています． 

本年度の PCカンファレンスでは，先進的な産学連携の取り組みを行っている事例を紹介してい

ただきながら，より本質的な産学共同による研究・教育について考える機会になることを期待し

ています。 
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分科会日付 タイトル 氏名 所属機関名 ページ

小中高生の学習支援

ⅠーAー1 小学校通常学級における画像と会話を重視した作文活動の開発 勝井  まどか 鈴鹿市立合川小学校 1

ⅠーAー2 高等学校教科等横断検索システムの開発―カリキュラム・マネジメントの実現に向けて― 川崎  真美 東京都立国際高等学校 3

ⅠーAー3 遠隔で家庭学習を課すために家のパソコン等の利用で視聴義務が達成可能になるのか 井川  大介 北海道北見市立北小学校 7

ⅠーAー4 高大連携によるiPad活用を目的とした無線LAN導入と運用 小林  貴之 日本大学 文理学部 コンピュータセンター 11

ⅠーAー5 パネルシアターによるプログラミング的思考の指導―『ルビィのぼうけん』を題材に― 伊藤  史彦 東海市立渡内小学校 15

データサイエンス教育

ⅠーB－1 文系単科大学におけるデータサイエンス教授法試論 綿貫  真也 流通科学大学 17

ⅠーB－2 地方自治体公表データを用いたレポート課題掲出と学生の取り組み 長澤  直子 大阪成蹊短期大学 経営会計学科 21

ⅠーB－3 社会調査を中心とした体系的な女性データサイエンス実践教育の展望 竹内  光悦 実践女子大学人間社会学部 25

ⅠーB－4 人文・社会科学系私立大学におけるデータサイエンス・AI教育－阪南大学における導入 濱  道生 阪南大学経営情報学部 27

ⅠーB－5 オープンデータを用いた地域課題の学修 笹谷  康之 立命館大学理工学部 31

キャリア育成

ⅠーC－1 今、大学生協の価値を考える 仲田  秀 なし 33

ⅠーC－2 ボランティア中心授業におけるボランティアの役割 ー二大学における実践に基づいてー 筒井  洋一 京都工芸繊維大学 37

ⅠーC－3 学生と就職先のアソシエーション分析 -RDBによる異分野データの結合- 小野田  哲弥 産業能率大学 情報マネジメント学部 41

ⅠーC－4 オンライン研修・テレワークによる高校キャリア授業考案プロジェクトの実践と報告 福田  美誉 株式会社ワークアカデミー 企画推進部、一般社団法人未

来教育推進機構 学習メソッド開発部会

45

ⅠーC－5 社会人教育研修における“次世代コンピュータ利用教育”を展望するー学びのＤＸ化に関する一考

察ー

妹尾  堅一郎 NPO法人産学連携推進機構 49

基礎情報教育

ⅠーD－1 実習をともなう情報リテラシー科目における遠隔授業の試み 片平  昌幸 秋田大学大学院医学系研究科医療情報学講座 53

ⅠーD－2 初年次パソコン演習科目のオンライン授業化 米満  潔 佐賀大学 全学教育機構 57

ⅠーD－3 反転型基礎情報科目におけるコンピュータ適応型学習(CAL)の導入効果 神山  博 青森公立大学 59

ⅠーD－4 タイピング能力と情報関連科目の相関 姉川  正紀 中村学園大学 流通科学部 流通科学科 61

ⅠーD－5 情報基礎教育における文系学生の取組状況 ～課題提出とテスト結果の視点から～ 岩田  一男 関西学院大学 共通教育センター 65

ICTによる資格取得支援

ⅠーE－1 AIを利用した英語教育 小張  敬之 青山学院大学 69

ⅠーE－2 日本語学習における作文からの誤り検出 －機械学習による1文節内の誤り検出性能― 趙  艶 三重大学工学部電気電子工学科計算機工学 71

ⅠーE－3 ICTを活用した資格試験対策の定量分析 ～中国語検定過去問WEBを用いて～ 永江  貴子 拓殖大学 75

ⅠーE－4 デジタル教科書ワークセッションの運営報告 田中  雅章 ユマニテク短期大学 79

ⅠーE－5 デジタル教科書利用ログによる学習分析 田中  雅章 ユマニテク短期大学 81

COVID-19影響下における遠隔授業

ⅠーF－1 COVID-19の影響によるZoom同時接続での遠隔アクティブラーニングの効果 柳田  慎吾 東北学院大学大学院工学研究科機械工学専攻 83

ⅠーF－2 従来型対面授業とCOVID-19によるZoom遠隔授業の比較 松浦  寛 東北学院大学工学部機械知能工学科 85

ⅠーF－3 非常時の大学英語授業のオンライン実施に関する考察―2020年度春学期の振り返り― 木村  修平 立命館大学生命科学部 87

ⅠーF－4 新型コロナウイルス対策による遠隔授業と対面授業の学習効果の比較 丹  勇人 東北学院大学大学院工学研究科機械工学専攻 89

ⅠーF－5 新型コロナウイルスによる遠隔授業での自発性とペアリング学習の効果 橋本  知弥 東北学院大学 91

実務システムとメディア開発

ⅡーAー1 訪客誘致・振興知的サポートシステムの構築と実用化に向けた実証実験 住友  千将 甲南大学大学院 自然科学研究科 知能情報学専攻 93

ⅡーAー2 AI/IoT によるレジの混雑緩和について 上川畑  花恵 鹿児島大学生活協同組合 97

ⅡーAー3 AIを用いた食堂における新型コロナウイルス感染症対策の取り組み 吉野  陽 鹿児島大学 大学院 理工学研究科 工学専攻 機械工学プロ

グラム

99

ⅡーAー4 バーチャルキャラクターとのリアルタイムトーク体験コンテンツの開発 古賀  崇朗 佐賀大学全学教育機構 101

ⅡーAー5 インタラクティブ表現の支援が可能なプラットフォームの開発 加藤  良将 名古屋芸術大学 103

情報環境とリテラシー

ⅡーBー1 中学校数学科でのタブレット・QRコードを用いた自学自習教材の活用 平田  義隆 京都女子中学校高等学校 107

ⅡーBー2 文系大学生の文書作成ソフトウェアに関する操作スキルの向上を目指した実践研究 相澤  崇 都留文科大学 111

ⅡーBー3 福島高専の情報基礎でのタッチタイピング学習における分析 布施  雅彦 福島高専工業高等専門学校 115

ⅡーBー4 正しいタイピング指の提示により、タイピングスピードの変化に及ぼす影響 李  凱 獨協大学 117

ⅡーBー5 情報行動の変化に適応した情報活用能力の育成 菅谷  克行 茨城大学 121

地域・国際協力

ⅡーCー1 国際協力を舞台とした授業におけるICTの効果的活用の実践事例とその成果 山名  和樹 聖徳学園中学・高等学校 123

ⅡーCー2 自主性育成と大学教育―ボランティア活動を行う学生へのインタビュー調査から― 青木  理奈 愛媛大学法文学部 127

ⅡーCー3 学生ボランティア活動のインセンティブ：フィールド実験による検証 青木  理奈 愛媛大学法文学部 130

ⅡーCー4 児童虐待のない未来のために ー高校生意識調査の分析に基づいた啓発活動とその検証ー 田中  海舟 長崎県立長崎南高等学校3学年 134

ⅡーCー5 大学生によるソーシャルメディア分析と地域活性化の提案 菊地  映輝 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター 138

プログラミング教育

ⅡーDー1 Swiftによるプログラミング教育について 箕原  辰夫 千葉商科大学政策情報学部 142

ⅡーDー2 「ためしながら学ぶＣ言語【第2版】」を活用したC言語プログラミング入門教育の実践 土肥  紳一 東京電機大学 システムデザイン工学部 デザイン工学科 146

ⅡーDー3 教えないプログラミング―C言語の学習を支援するウェブサイトの構築― 寺尾  敦 青山学院大学社会情報学部 150

ⅡーDー4 ソフトウェアテスト学習のためのプログラミング演習システムの自動テスト機能の拡張 杉本  優太 三重大学大学院工学研究科電気電子工学専攻 154

ⅡーDー5 プログラムの各実行ステップの可視化によるプログラムの動作理解の支援 TRAN  THANH TUNG三重大学大学院工学研究科電気電子工学専攻 157

情報社会の課題

ⅡーEー1 大学生のスマホ依存とライフスタイルの相関 森  夏節 酪農学園大学 環境共生学類 161

ⅡーEー2 PCカンファレンスは情報モラル・情報セキュリティ教育をどう伝えてきたか 山田  夕子 社会医療法人愛仁会 本部企画・医療情報グループ 165

ⅡーEー3 SNS・ゲームへの中学生の依存傾向の調査と分析 一上  さおり 放送大学 大学院 167

ⅡーEー4 児童・生徒を対象とした情報セキュリティ教育で取り扱うべきインシデントに対する検討 増山  一光 神奈川県立商工高等学校 171

ⅡーEー5 遠隔授業は教員の過労死ラインをさらに超える 井川  大介 北海道北見市立北小学校 175

ICTによる学習支援

ⅡーFー1 非参照テスト用ブラウザと数値ランダム化問題を利用した数学科目の授業デザイン 樋口  三郎 龍谷大学先端理工学部 177

ⅡーFー2 簡便に利用可能なクラウド型CBTシステムの提案 松浦  敏雄 大阪市立大学 179

ⅡーFー3 LMSを用いた学習者間の相互評価と相互フィードバックの取り組みと効果 本田  直也 大手前大学 181

ⅡーFー4 ビデオ会議による講義実施と動画での資料提供が自粛されたら起こったこと 小川  健 専修大学（経済学部・生田校舎勤務） 183

プログラミング的思考

ⅢーAー1 論理的思考力を育むプログラミング教育の在り方に関する考察―小学校理科の実践から― 齊藤  勝 帝京平成大学 185

ⅢーAー2 プログラミング教育のねらいの実現に向けたモジュール学習の実践 慶徳  大介 3rd school 187

ⅢーAー4 子ども向けアンプラグド・プログラミング教材「ハンバーガー・ロボ」の大学生への実践 倉橋  農 大阪大学サイバーメディアセンター 189
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ⅢーAー5 手芸や工作を利用して「情報の科学」を学ぶ授業実践 吉田  智子 京都ノートルダム女子大学 193

教科書・教材と教育観

ⅢーBー1 オンラインテストを活用した高校数学自習教材 玉田  瑛子 お茶の水女子大学 195

ⅢーBー2 サマセット・モーム著『Red』と日本語訳『赤毛』の一読者による比較検討（II） 綾  皓二郎 無所属 197

ⅢーBー3 高等学校情報科の検定済教科書「社会と情報」における記載内容の特徴 小河  智佳子 都留文科大学 201

ⅢーBー4 高大接続を意識して新設教科「理数科」の在り方を考える ―大学付属校の物理を例に― 伊藤  慧 明治大学付属明治高等学校・明治中学校 203

ⅢーBー5 授業筆記や学会誌等で解明する科学教育150年の史的新実相とその現代的再創成 小林  昭三 新潟大学教育学部 207

大学生協PC講座

ⅢーCー1 パソコン講座における学生スタッフの学びが最大化される編成モデルを考える 関  佑果 株式会社TRYWARP 211

ⅢーCー2 大分大学生協ヘルプデスクの運営と今後の展開 後藤  虎 大分大学生活協同組合 215

ⅢーCー3 学生スタッフ主体のPC講座事業における管理者の運営手法 北爪  里菜 株式会社TRYWARP PCLS事業部 217

ⅢーCー4 DECSを活用した生協PC講座用電子教材の試作 北村  士朗 国立大学法人熊本大学 教授システム学研究センター 221

ⅢーCー5 パソコン講座をオンラインで行った成果と課題について 井沢  賢人 株式会社TRYWARP 225

外国語教育の革新

ⅢーDー1 複合現実を活用した中国語単語学習教材の開発 小渡  悟 沖縄国際大学産業情報学部 229

ⅢーDー2 翻訳機器に人格を仮想する外国語学習の可能性 田邉  鉄 北海道大学 情報基盤センター 231

ⅢーDー3 音声認識機能を使った自律型発音学習 大前  智美 大阪大学サイバーメディアセンター 233

ⅢーDー4 小学校向け英語学習タブレットアプリケーションにおける成績管理システムの開発 一柳  佑介 三重大学大学院工学研究科電気電子工学専攻 237

ⅢーDー5 AI活用の初修中国語会話復習用アプリ教材における練習形式とフィードバックの設計 趙  秀敏 東北大学 高度教養教育・学生支援機構 241

学びのデザイン

ⅢーEー2 オンライン授業における学習者のノートテイキング特性の抽出 吉田  賢史 早稲田大学高等学院 243

ⅢーEー3 オンライン情報基礎学習コースにおけるメタ認知の視点を考慮した「学びのスタイル」 篠田  有史 甲南大学共通教育センター 245

ⅢーEー4 ビデオ会議システムのVR空間への拡張による、ライブ感を高めたオンライン授業配信 矢野  浩二朗 大阪工業大学情報科学部 247

ⅢーEー5 対話型大規模講義のオンライン化 ~受講生／教員間インタラクションに関する考察~ 長岡  健 法政大学 経営学部 251

ラーニング・アナリティクス

ⅢーFー1 多人数演習における指導を円滑にするための システムによるサポート 北  英彦 三重大学工学研究科電気電子工学専攻 255

ⅢーFー2 学生の動きと解答入力過程の統合による課題への取り組み状況の分析に関する一検討 森  章汰 三重大学大学院工学研究科電気電子工学専攻 259

ⅢーFー3 多数のフォトレジスタを用いた学生の姿勢推定 ―体格の違いへの対応― 佐々木  皓平 三重大学工学部電気電子工学科 計算機工学 261

ⅢーFー4 Moodleを利用した実習科目における学生の行動形態調査 今  智哉 東北学院大学 工学研究科 機械工学専攻 264

ⅢーFー5 多数の記述式解答の要約表示システム～同義語・表現のゆらぎの考慮～ 中西  亮介 三重大学工学部電気電子工学科計算機工学 266
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に の を贈ろう
～２つの ～

【ケニアが抱える問題】
・進学率の低さ
大学進学率
→11.6％（126位／154カ国中）

「フェアトレード」とは

発展途上国で作られた作物や製品を
適正な価格で取引することにより、
生産者の生活向上を目指す仕組みの
こと。

【企画の概要】
母の日のプレゼントとして、カーネー
ションの代わりにケニアのフェアト
レードのバラを贈る

☟

フェアトレードで得られ
た利益は、学校建設費や
奨学金に充てられる
→SDGsの4番を達成する
手助け

ケニアが抱える問題】
進学率の低進学率の低学率の低進学率の低進学率の低低進学率の学学率 さささささ

「フェアトレード」とは

発展途上国で作られた作物や製品を
適正な価格で取引することにより、
生産者の生活向上を目指す仕組みの
こと。

のフェアトェフェアフェアトフェアトェアトア
レ ドレレ ドレレレ ドの

れ

る

～企画の流れ～

トークノート(校内で共有されているメッ
セージアプリ)で企画の概要を説明、宣伝

☟
トークノートの投票機能を使って購入者を

募る
☟

フェアトレード支援企業フィンレイフラ
ワーを通じてバラを発注

☟
自作のメッセージカードと共に花束を渡す

「母の日にカーネーショ
ンを贈る」という そ
のものに依存する

☟
企画の と に繋が

る！！

私たちは聖徳学園高校2年5組 5班です。私たちはスーダンの感染症
問題について取り組んでいます。私たちの目標は蚊による感染症で
命を落とす人を減らすことです。

私たちのプロジェクトがスーダンに広まることで、多く
の人が虫除けを作って自分の身を守ってほしいです。 

そしてこのプロジェクトが続いて持続可能なプロジェク
トとして残ってくれることを願っています。

スーダンにはとても虫が多いです。 
中でも蚊が多くその蚊が持つマラリアによって多くの

人が苦しんでいます。

メントールとシトロニールはミントに
含まれています。 

それらは昆虫が嫌う成分です。 
ペパーミントは特に多く含まれていま

す。

私たちは聖徳学園高校2年5組 5班です。私たちはスーダンの感染症
問題について取り組んでいます 私たちの目標は蚊による感染症で

スーダンの蚊による感染症を 
ミントを使って予防しよう

肌にミントをこするだけで
も効果があります。
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 41 20.9 62 31.6 51 26.0 42 21.4 196 

p 0.00 

2020 PC Conferece

-168- ©2020 CIEC



 
4 SNS   

   
    

 49 35.0 91 65.0 140 
 40 70.2 17 29.8 57 

 89 45.2 108 54.8 197 
p<0.001 

 

3   

3.1  
SGAT  

20 5
5 0.4

Factor1 9
,5

SNS
. 

 

  
5 SGAT  

 Factor1 Factor2 Factor3 Factor4 Factor5 
1 SNS

  
0.484 0.136 0.192 0.203 0.075 
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https://www.sankei.com/life/news/180831/lif1808310029-n1.htm
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(2) : "    

(DNCL) ", , https:/ 
/www.dnc.ac.jp/albums/abm00004841.pdf (2020/06/14 ) 
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Neilson watched him make his way across and when he 
had disappeared among the coconuts he looked still. Then he 
sank heavily in his chair. 
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Was that the man who had prevented him from being 
happy? Was that the man whom Sally had loved all these 
years and for whom she had waited so desperately? It was 
grotesque.  

A sudden fury seized him so that he had an instinct to 
spring up and smash everything around him. He had been 
cheated. They had seen each other at last and had not known 
it. He began to laugh, mirthlessly, and his laughter grew till it 
became hysterical. 

The Gods had played him a cruel trick. And he was old 
now. 
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(7)

 
 It was evident that any active life was out of the question, 
but he could live on the islands, and the small income he 
had, insufficient elsewhere, would be ample to keep him. 
He could grow coconuts; that would give him an 
occupation and he would send for his books and a piano. 

 
an occupation dictionary.com a 
person's usual or principal work , especially as a means of 
earning a living 

occupation 
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satoshi@meiji.ac.jp 

Key Words：理数科，物理，ICT，スマートフォン，ハイスピードカメラ 

PISA2015およびTIMSS2015の国際調査により，
我が国の生徒における科学的リテラシーは上位グル
ープに属しているものの，諸外国と比較して理数系
科目の学習に対する興味・関心・意欲についての課
題が浮き彫りとなった 1) 2)。 
一方，国が指定しているスーパーサイエンスハイ

スクール（SSH）では，生徒各自が興味や関心に基
づいて課題を設定して課題研究を行い，成果を上げ
ていることもあり，その教育的な有効性について広
く認知されている 3)。 
平成28年12月の中央教育審議会答申において指

摘されたように，現在，我が国の抱える様々な問題
を解決するような知の創出をもたらす人材の育成を
目指すには，生徒にそのための基礎的な資質・能力
だけでなく，数学や理科に関する横断的なテーマに
徹底的に向き合って考え抜く力を身に付けさせる必
要がある。 
これらを踏まえ，文部科学省は平成 30年 3月30

日に高等学校学習指導要領の改訂を行い，各学科に
共通する教科「理数」（以下，「理数科」という）を
新設するに至った。「大学入学共通テスト」に向けた
動きも踏まえつつ，「理数科」の授業担当者には，数
学と理科の知識・技能を総合的に活用した主体的な
探究活動を導入することが期待されている 4)。 
 

生徒は「理数科」を通し，様々な事象に関わり，
数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み
合わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課
題を解決するために必要な資質・能力を育成するこ
とを目指すとされている。   
また，この教科の特性は，現在アメリカなどで推

進されている STEAM（Science, Technology, 
Engineering, Art, Mathematics）教育の理念と重な
る部分が大きいと考えられる。 

理数科において新設する科目は「理数探究基礎」
及び「理数探究」の２科目で編成され，それぞれ選
択履修となる。標準単位数は，「理数探究基礎」１単
位，「理数探究」２～５単位である。また，理数科の
「理数探究基礎」もしくは「理数探究」の履修を以
って総合的な探究の時間の履修の一部または全部に
替えることができる。

 「理数探究基礎」では，探究の過程全体を自ら遂
行するための進め方等に関する基本的な知識および
技能を習得する。 
 「理数探究」では，「理数探究基礎」などで身に付
けた資質・能力を活用して，自ら設定した課題につ
いて主体的に探究することを通じて，これらの資
質・能力をより高めていくものとされている。特に
「理数探究」においては，生徒の知的好奇心や興味・
関心を重んじ，主体的な課題設定や課題解決におけ
る独自性・挑戦性をより重視することを理想として
いる。また，STEAM 教育との親和性を意識し，自
然科学だけでなく，社会科学や人文科学，芸術やス
ポーツ，生活に関する事象なども対象とされる。 
 実施にあたっては大学や研究機関，博物館などと
積極的に連携・協力し，探求した結果や成果などを
発表する機会の設定もしくは報告書を作成すること
が望ましいとされている。 
 

 筆者は現在の勤務校に昨年度より着任した。本校
は中高一貫の私立共学校である。大学の直系付属校
であり，例年80％以上の者が系列大学へ内部進学す
る。中学入試を経ておよそ 160 名の生徒が入学し，
高校入試でさらに100名ほど入学する。高校からの
入学者を別クラスにすることなく高１から同クラス
編成となる。 
多くの大学付属校と同様に，文理分けは高２まで
せず，分け隔てなく多くの教科を履修する方式を採
っている。高３では希望進路に応じて理系・文系を
選択し，HRも別となる。2019年度における高３の
理系選択者はおよそ22％であり，高３での上位科目
「物理」の選択履修者は学年全体のおよそ16％とい
う現状である。系列大学の理系学部の新設により，
近年これらの割合は上昇傾向にある。 

 中学では各学年で理科を４単位（物化生地で各１
単位に相当），高２で「物理基礎」を２単位，高３で
「物理」を４単位履修する。 
 かつて，高校生に対して卒業研究を課していたそ
うだが，現在は生徒が主体的に計画・実験・考察・
発表するような科目は設置されていない。仮に，「理
数科」として「物理探究（仮称）」を設置すれば，卒
業研究の復活に近い側面がある。 
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分野 割合（％）
力学 32.0
熱力学 8.0
波動 36.0
電磁気学 24.0
原子 0

授業内容のバランス 割合 (％)
① 実験多め・講義少なめ・問題演習ほとんどなし 36.0
② 実験そこそこ・講義そこそこ・問題演習少なめ 40.0
③ 実験そこそこ・講義少なめ・問題演習そこそこ 20.0
④ 実験少なめ・講義そこそこ・問題演習そこそこ 4.0

分野 割合（％）
力学 32.0
熱力学 8.0
波動 12.0
電磁気学 40.0
原子 8.0

 筆者は 2019 年度，授業担当した高３の「物理」
選択履修者 42 名にアンケート調査を実施した（有
効回答数 25 名。新型コロナウイルスの流行による
登校日制限のため，回収数が少なくなってしまった）。
「物理探究」の計画立案の目的だけではなく，昨年
度から指導している本校生徒の実態把握を試み，今
後の授業改善に反映させる狙いがある。ここでは「物
理探究」に関係する回答項目を幾つか抜粋する。 
 高３で「物理」を選択履修したことにより，物理
に対する考え方や印象が変化したかを自由記述式で
問うた。例えば，以下のような回答があった（原文
ママ）。 
 
・微積によって力の情報から速度や加速度を求めら
れるなど。数学の物理的応用。 
・微積の使い道がある。 
・今まで何となく感覚として分かっていたものが，
しっかりと計算で解明できることに感動した。 
  
こちらが意識して授業した効果もあると思われる

が，生徒たちは必修科目である「物理基礎」以上に
「物理」の履修によって，物理学と数学の密接な繋
がりを認識し始めたようである。 
 物理の得意な分野と苦手な分野をそれぞれ一つ選
択させた結果はTable 1，Table 2 のようになった。
それらから，生徒の得意・不得意分野に多少の偏り
は見て取れるが，それには授業回数の多寡が影響し
ているものと予想される。特定の分野に偏重するこ
となく，満遍なく様々な分野で実験をさせたい。 
また，実験をメインとして，生徒が主体的に体験・

考察しながら学ぶ一方で，座学による講義説明が少
ない授業についてどう考えるか，最も良いと思うバ
ランスを選択させた結果の回答分布はTable 3 のよ
うになった。生徒はある程度の実験を望みつつも，
講義による理論的部分の説明も欲していると分かる。 
関連して，生徒実験を行う時間確保のために講義

時間を短縮する目的でスライドや動画，アニメーシ
ョンを用いることについてどう考えるかを自由記述
式で回答してもらった。以下はその一部である（原
文ママ）。 
 
・現象がイメージしやすくなるので良いと思う。 
・スライドや動画の方が板書より多くの情報を得ら
れると思うのでとても良いと思う。 
・言葉や板書の図より，映像や分かりやすい 3D モ
デルの方が理解しやすくいいと思う。 
  
スマホをはじめとするICT機器に馴染み深い世代

のためか，肯定的回答が92%を占めた。 
今年度は実施できなかった生徒実験のうち，どの

ようなものを経験してみたかったかを複数の選択肢
から問うた。「PCやセンサーを用いてデータ解析や
シミュレーションをやりたかった」や「２コマ連続
で難しい実験をやりたかった」を回答している生徒
がそれぞれ56%，44%いた事実からも，「物理探究」
は一定の需要に応えるであろう。他の質問項目から
も，Bluetooth センサーを用いる実験に興味を示す
生徒が大勢いることが明らかになった。 
アンケート結果の詳細については，発表時に触れ

る。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本来であれば，生徒が興味関心を持った内容につ
いて，じっくりと下調べをさせ，研究計画を練らせ
る。その上で，試行錯誤を繰り返しながらデータを
収集，そして考察した結果をまとめて，テーマごと
に発表の機会を設けることが望ましい。しかしなが
ら，本校における生徒の物理実験の経験および実験
道具の不足，平常授業における生徒実験の十分な時
間を確保することの困難が存在する。そこで，生徒
の創意工夫の余地を残した自由度との兼ね合いを考
慮しつつ，教員側がある程度想定したレールの上を
生徒に歩かせざるを得ないと考えた。 
そこで，例えば，比較的安価な道具で実践可能で
ある以下のような授業展開を計画している。 

 電気容量 3.3 F，耐電圧 2.7 V の電気二重層コン
デンサ（Figure 1）に，電源電圧 1.0 V と 30Ωの抵
抗器を並列接続し，充電する（Figure 2）。十分に充
電がなされた頃合いを見計らって放電し，10秒ごと
にコンデンサにかかる電圧の大きさを測定する。３
～４名でグループ実験を行うとすれば，ストップウ
ォッチで経過時間を測る係，電圧計を読みとる係，
データを記録する係に分担すれば良い。 
 得られた結果から電流の値を求め， グラフを
描く。指数関数で fitting し，手計算で積分すること
で充電していた電気量およびコンデンサの電気容量
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の測定値を得る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 水平な台の端から卓球のピンポン球など数種類の
異なる材質のボールを水平投射する（Figure 3）。床
に連続的に衝突する様子をスマホのハイスピードカ
メラ機能（iPhone Xならば 240 fps）で撮影する。
そのスローモーション映像や衝突音からストップウ
ォッチを利用して，ボールが床に衝突した各時刻を
求める。初等力学および数学の無限等比級数の知識
により，発射台の高さを測れば床とボールとの反発
係数 の値を求めることができる。 
 さらにビースピなどの簡易速度測定器を利用する
ことで，発射した水平初速度を測定し，実験的に求
めた から，ボールが殆ど跳ねなくなるまでの「水
平到達距離」を求めることができる。最後に，メジ
ャーで測定した実際の「水平到達距離」との比較を
行う。卓球以外のボールについても実験し，比較す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

例えば，実践案①であれば，Excel へ得られた電
圧の値を入力し，電流の値を簡単に算出できる。そ

こから グラフを描き，近似曲線およびその関数
を容易に得られる。グラフから電流の値が最初のう
ち急激に減少し，やがて 0に収束していく様子も見
てとれる。Figure 4 は筆者が予備実験をした結果を
グラフ化したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 実践案②については，こちらも床との衝突時刻か
ら逐一 を電卓計算させずに Excel を活用させたい。
実験自体は極めて単純なため，実際の授業では同じ
実験を繰り返し，それらの平均値をグループごとに
求めることになるだろう。 

実践案①について，Excel で得られた近似曲線で
ある指数関数を手計算で積分させたい。 
 瞬間電流の定義式 
 

                (1) 
 
より， 
 

              (2) 
 
なので，筆者の予備実験で得られた関数 
 

            (3) 
 
を区間 で積分すると，電気量 と
求まる。さらに，静電容量の定義式 
 

                  (4) 
 
より，静電容量 と求まり，カタログの値と
一致する結果を得ることができる。 
 指数関数の極限を用いた積分は，数Ⅲで扱ってお
り，高３の実施時期にもよるが生徒は十分理解でき
るレベルと思われる。仮に，未学習であったとして
も，丁寧な説明を心掛ければ数学分野との横断的学
習に寄与する授業展開は可能である。 
 実践案②については，無限等比級数との関連付け
を行いたい。ボールと床の間の反発係数を ，発射
台の床からの高さを ，重力加速度を とすると，
初等力学の知識により，ボールを発射してから 回
目に床に着くまでの時間 は， 
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    (5) 

 
と等比級数の形で記述できる。 であり，
は容易に測定可能な量である。 を測

定し，それぞれについて式(5)から を計算する。そ
れらの平均を取ることで を実験的に求めることが
できる。 
さらに，ボールが床から跳ねなくなるまでの時間
は，無限等比級数 
 

 

 

               (6) 
 
と表現できる。実際にストップウォッチで を測定
し，式(6)から求めた との比較を行える。若しくは，
を測定し，式(6)より を計算し，先に式(5)から求
めた の平均値との比較を行う。 
 また，ボールが跳ねなくなるまでに到達した発射
位置からの水平距離 は，ボールが水平方向へ等速
度運動をすることから，初速度を とすると， 
 

 
          (7) 

 
と記述できる。こちらも同様に，実際に測定した と
式(7)から求めた との比較を行える。若しくは，を
測定し，式(7)より を計算し，先に式(5)から求めた
の平均値との比較を行う。 
 因みに，筆者の予備実験では式(5)より，反発係数

という結果が得られた。ボールを異なる高
さや初速度で発射しても，おおよそ同じ値であった。 
 

「物理探究」では授業設計の段階で，従来の「物
理」の授業時間内に行う生徒実験との差別化を意識
すべきである。生徒自らが不思議に感じ，調べてみ
たいと思った研究テーマについて数コマかけて実験
を行い，独自性のある事柄に取り組ませなくてはな
らない。教員が実験するテーマを示し，生徒にその
通り行わせることは双方にとって時間的効率は高い
が，一方で自由度は低く，「現在，国が抱える様々な
問題を解決するような知の創出をもたらす人材の育
成」には繋がりにくい。 
その点，本稿で紹介した実践案は，生徒の主体的

学習を促進でき，数学の授業で学んだ内容との横断
を生徒自身が実感できる。手間 はかかるが，容易
には正解に辿り着けない，或いは教員自身すらも明
確な結論を知らない現象について探究させるべきで
ある。それは教員の研鑽にも寄与する。 

本稿で紹介した電気二重層コンデンサは１個あた
り500円弱であり，ハイスピードカメラはデフォル

トのアプリである。一般的には，物理の実験道具は
高価なものも多く，グループ実験用に個数を揃える
際には予算の壁が立ち塞がる。理振の活用を計画的
に進めるのは勿論のこと，できる限り安価な道具で
実験できるように教員には工夫が求められる。グル
ープごとに異なる研究テーマを掲げ，それら生徒の
希望する研究を行うのであれば多種多様な道具を買
い揃えておく，若しくは後から買い足せるよう予算
に余裕をもたせておく必要がある。 
 また，一つ一つのテーマに教員側が応えて支援す
る教科ぐるみの体制づくりが求められるだろう。発
表の準備や報告書の作成まで含めると尚更，様々な
年間の見通しを立てておく必要がある。 

 
本校は直系の大学付属校であるため，殊更，高大
接続を強く意識しなくてはならない。付属校への進
学を希望した生徒・保護者へのニーズに応え，大学
受験に替わる学力保証を実現できてこそ付属校教育
の真価を示せるはずだ。 
 一般的な受験校では困難な実験を，時間的・精神
的・設備的な優位性を活かして実施し，じっくりと
解析や考察まで行わせる。その過程で，生徒は物理
の理論と実際の物理現象を照らし合わせ，講義で学
んだことが机上の空論ではないと実感する。 
「理数科」の設置を端緒として，大学入学後も主
体的かつ意欲的に学修に向かえる人物を育成したい。 
 

 平常授業では難しかった大掛かりな実験や生徒の
主体的な探究活動を実施する点に「理数科」の設置
意義はある。授業アンケートから，センサー機器や
アニメーション教材に対する肯定的な考えが明らか
になった。現代における生徒の実態や特性を鑑みつ
つ，理想的な「理数科」の実施を目指したい。 
 

1) 国立教育政策研究所：OECD 生徒の学習到達度調査～
2015年調査国際結果の要約～, pp.8-14, 2016. 
[https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2015/03_res
ult.pdf] 
 
2) 文部科学省：国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2015）
のポイント, pp.5, 2016. 
[https://www.mext.go.jp/component/a_menu/educatio
n/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2016/12/27/13799
31_1_1.pdf] 
 
3) 例えば，文部科学省：理数探究の充実と STEAM 教育
について, pp.3-21, 2019. 
[https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chuk
yo3/004/siryo/__icsFiles/afieldfile/2019/09/11/142096
8_8.pdf#search=%27文部科学省+理数科+SSH%27] 
 
4) 文部科学省：理数編 高等学校学習指導要領（平成30
年告示）解説, pp.10-38, 2018. 
[https://www.mext.go.jp/content/1407073_12_1_1_2.
pdf] 
 

 本研究の一部は，一般財団法人日本私学教育研究
所の 2020 年度委託研究費の助成により実施された。 
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のオンライン授業化

反転型基礎情報科目にお

けるコンピュータ適応型

学習(CAL)の導入効果

タイピング能力と情報関

連科目の相関

情報基礎教育における文

系学生の取組状況 ～課

題提出とテスト結果の視

点から～

テーマ

発表順 ⅠーE－1 ⅠーE－2 ⅠーE－3 ⅠーE－4 ⅠーE－5 

氏名 趙  艶 永江  貴子 田中  雅章 田中  雅章

所属機関

名

三重大学工学部電気電子

工学科計算機工学

拓殖大学 ユマニテク短期大学 ユマニテク短期大学

タイトル 日本語学習における作文

からの誤り検出 －機械

学習による1文節内の誤

り検出性能―

ICTを活用した資格試験

対策の定量分析 ～中国

語検定過去問WEBを用

いて～

デジタル教科書ワーク

セッションの運営報告

デジタル教科書利用ログ

による学習分析

テーマ

発表順 ⅠーF－1 ⅠーF－2 ⅠーF－3 ⅠーF－4 ⅠーF－5 

氏名 柳田  慎吾 松浦  寛 木村  修平 丹  勇人 橋本  知弥

所属機関

名

東北学院大学大学院工学

研究科機械工学専攻

東北学院大学工学部機械

知能工学科

立命館大学生命科学部 東北学院大学大学院工学

研究科機械工学専攻

東北学院大学

タイトル COVID-19の影響による

Zoom同時接続での遠隔

アクティブラーニングの

効果

従来型対面授業と

COVID-19によるZoom

遠隔授業の比較

非常時の大学英語授業の

オンライン実施に関する

考察―2020年度春学期

の振り返り―

新型コロナウイルス対策

による遠隔授業と対面授

業の学習効果の比較

新型コロナウイルスによ

る遠隔授業での自発性と

ペアリング学習の効果

データサイエンス教育　司会：興治文子（東京理科大学）

キャリア育成   司会：北村士郎（熊本大学）

基礎情報教育　司会：武沢　護（早稲田大学大学院教育研究科・高等学院）

ICTによる資格取得支援　司会：寺尾　敦（青山学院大学）

COVID-19影響下における遠隔授業　司会：落合　純(新潟経営大学)

ⅡーFー5へ移動

A

B

C

D

E

Ⅰ

■ 8月19日（水）午前 ■

F

小中高生の学習支援　司会：吉田賢史（早稲田大学高等学院）

©2020 CIEC



時間 14：00－14：25 14：30－14：55 15：00－15：25 15：30－15：55 16：00－16：25

テーマ

発表順 ⅡーAー1 ⅡーAー2 ⅡーAー3 ⅡーAー4 ⅡーAー5

氏名 住友  千将 上川畑  花恵 吉野  陽 古賀  崇朗 加藤  良将

所属機関

名

甲南大学大学院 自然科

学研究科 知能情報学専

攻

鹿児島大学生活協同組合 鹿児島大学 大学院 理工

学研究科 工学専攻 機械

工学プログラム

佐賀大学全学教育機構 名古屋芸術大学

タイトル 訪客誘致・振興知的サ

ポートシステムの構築と

実用化に向けた実証実験

AI/IoT によるレジの混

雑緩和について

AIを用いた食堂における

新型コロナウイルス感染

症対策の取り組み

バーチャルキャラクター

とのリアルタイムトーク

体験コンテンツの開発

インタラクティブ表現の

支援が可能なプラット

フォームの開発

テーマ

発表順 ⅡーBー1 ⅡーBー2 ⅡーBー3 ⅡーBー4 ⅡーBー5 

氏名 平田  義隆 相澤  崇 布施  雅彦 李  凱 菅谷  克行

所属機関

名

京都女子中学校高等学校 都留文科大学 福島高専工業高等専門学

校

獨協大学 茨城大学

タイトル 中学校数学科でのタブ

レット・QRコードを用

いた自学自習教材の活用

文系大学生の文書作成ソ

フトウェアに関する操作

スキルの向上を目指した

実践研究

福島高専の情報基礎での

タッチタイピング学習に

おける分析

正しいタイピング指の提

示により、タイピングス

ピードの変化に及ぼす影

響

情報行動の変化に適応し

た情報活用能力の育成

テーマ

発表順 ⅡーCー1 ⅡーCー2 ⅡーCー3 ⅡーCー4 ⅡーCー5 

氏名 山名  和樹 青木  理奈 青木  理奈 田中  海舟 菊地  映輝

所属機関

名

聖徳学園中学・高等学校 愛媛大学法文学部 愛媛大学法文学部 長崎県立長崎南高等学校

3学年

国際大学グローバル・コミュ

ニケーション・センター

タイトル 国際協力を舞台とした授

業におけるICTの効果的

活用の実践事例とその成

果

自主性育成と大学教育―

ボランティア活動を行う

学生へのインタビュー調

査から―

学生ボランティア活動の

インセンティブ：フィー

ルド実験による検証

児童虐待のない未来のた

めに ー高校生意識調査

の分析に基づいた啓発活

動とその検証ー

大学生によるソーシャル

メディア分析と地域活性

化の提案

テーマ

発表順 ⅡーDー1 ⅡーDー2 ⅡーDー3 ⅡーDー4 ⅡーDー5 

氏名 箕原  辰夫 土肥  紳一 寺尾  敦 杉本  優太 TRAN  THANH TUNG

所属機関

名

千葉商科大学政策情報学

部

東京電機大学 システムデ

ザイン工学部 デザイン工

学科

青山学院大学社会情報学

部

三重大学大学院工学研究

科電気電子工学専攻

三重大学大学院工学研究

科電気電子工学専攻

タイトル Swiftによるプログラミ

ング教育について

「ためしながら学ぶＣ言

語【第2版】」を活用し

たC言語プログラミング

入門教育の実践

教えないプログラミング

―C言語の学習を支援す

るウェブサイトの構築―

ソフトウェアテスト学習

のためのプログラミング

演習システムの自動テス

ト機能の拡張

プログラムの各実行ス

テップの可視化によるプ

ログラムの動作理解の支

援

テーマ

発表順 ⅡーEー1 ⅡーEー2 ⅡーEー3 ⅡーEー4 ⅡーEー5

氏名 森  夏節 山田  夕子 一上  さおり 増山  一光 井川  大介

所属機関

名

酪農学園大学 環境共生

学類

社会医療法人愛仁会 本部企

画・医療情報グループ

放送大学 大学院 神奈川県立商工高等学校 北海道北見市立北小学校

タイトル 大学生のスマホ依存とラ

イフスタイルの相関

PCカンファレンスは情

報モラル・情報セキュリ

ティ教育をどう伝えてき

たか

SNS・ゲームへの中学生

の依存傾向の調査と分析

児童・生徒を対象とした

情報セキュリティ教育で

取り扱うべきインシデン

トに対する検討

遠隔授業は教員の過労死

ラインをさらに超える

テーマ

発表順 ⅡーFー1 ⅡーFー2 ⅡーFー3 ⅡーFー4 ⅡーFー5

氏名 樋口  三郎 松浦  敏雄 本田  直也 小川  健 小張  敬之

所属機関

名

龍谷大学先端理工学部 大阪市立大学 大手前大学 専修大学（経済学部・生

田校舎勤務）

青山学院大学

タイトル 非参照テスト用ブラウザ

と数値ランダム化問題を

利用した数学科目の授業

デザイン

簡便に利用可能なクラウ

ド型CBTシステムの提案

LMSを用いた学習者間

の相互評価と相互フィー

ドバックの取り組みと効

果

ビデオ会議による講義実

施と動画での資料提供が

自粛されたら起こったこ

と

AIを利用した英語教育

ICTによる学習支援　司会：北村士郎（熊本大学）

実務システムとメディア開発　司会：木村修平（立命館大学）

情報環境とリテラシー　司会：井内善臣（兵庫県立大学名誉教授）

地域・国際協力　司会：古賀暁彦（産業能率大学）

プログラミング教育　司会：中村泰之（名古屋大学）

情報社会の課題　司会：大岩幸太郎（大分大学）

E

F

■ 8月19日（水）午後 ■

A

B

C

D

Ⅱ
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時間  9：00ー9：25  9：30ー9：55 10：00ー10：25 10：30ー10：55 11：00ー11：25

テーマ

発表順 ⅢーAー1 ⅢーAー2 ⅢーAー3 ⅢーAー4 ⅢーAー5

氏名 齊藤  勝 慶徳  大介 倉橋  農 吉田  智子

所属機関

名

帝京平成大学 3rd school 大阪大学サイバーメディ

アセンター

京都ノートルダム女子大

学

タイトル 論理的思考力を育むプロ

グラミング教育の在り方

に関する考察―小学校理

科の実践から―

プログラミング教育のね

らいの実現に向けたモ

ジュール学習の実践

子ども向けアンプラグ

ド・プログラミング教材

「ハンバーガー・ロボ」

の大学生への実践

手芸や工作を利用して

「情報の科学」を学ぶ授

業実践

テーマ

発表順 ⅢーBー1 ⅢーBー2 ⅢーBー3 ⅢーBー4 ⅢーBー5

氏名 玉田  瑛子 綾  皓二郎 小河  智佳子 伊藤  慧 小林  昭三

所属機関

名

お茶の水女子大学 無所属 都留文科大学 明治大学付属明治高等学

校・明治中学校

新潟大学教育学部

タイトル オンラインテストを活用

した高校数学自習教材

サマセット・モーム著

『Red』と日本語訳『赤

毛』の一読者による比較

検討（II）

高等学校情報科の検定済

教科書「社会と情報」に

おける記載内容の特徴

高大接続を意識して新設

教科「理数科」の在り方

を考える ―大学付属校

の物理を例に―

授業筆記や学会誌等で解

明する科学教育150年の

史的新実相とその現代的

再創成

テーマ

発表順 ⅢーCー1 ⅢーCー2 ⅢーCー3 ⅢーCー4 ⅢーCー5

氏名 関  佑果 後藤  虎 北爪  里菜 北村  士朗 井沢  賢人

所属機関

名

株式会社TRYWARP 大分大学生活協同組合 株式会社TRYWARP

PCLS事業部

国立大学法人熊本大学 教授シ

ステム学研究センター

株式会社TRYWARP

タイトル パソコン講座における学

生スタッフの学びが最大

化される編成モデルを考

える

大分大学生協ヘルプデス

クの運営と今後の展開

学生スタッフ主体のPC

講座事業における管理者

の運営手法

DECSを活用した生協PC

講座用電子教材の試作

パソコン講座をオンライ

ンで行った成果と課題に

ついて

テーマ

発表順 ⅢーDー1 ⅢーDー2 ⅢーDー3 ⅢーDー4 ⅢーDー5

氏名 小渡  悟 田邉  鉄 大前  智美 一柳  佑介 趙  秀敏

所属機関

名

沖縄国際大学産業情報学

部

北海道大学 情報基盤セ

ンター

大阪大学サイバーメディ

アセンター

三重大学大学院工学研究

科電気電子工学専攻

東北大学 高度教養教

育・学生支援機構

タイトル 複合現実を活用した中国

語単語学習教材の開発

翻訳機器に人格を仮想す

る外国語学習の可能性

音声認識機能を使った自

律型発音学習

小学校向け英語学習タブ

レットアプリケーション

における成績管理システ

ムの開発

AI活用の初修中国語会話

復習用アプリ教材におけ

る練習形式とフィード

バックの設計

テーマ

発表順 ⅢーEー1 ⅢーEー2 ⅢーEー3 ⅢーEー4 ⅢーEー5 

氏名 吉田  賢史 篠田  有史 矢野  浩二朗 長岡  健

所属機関

名
辞退

早稲田大学高等学院 甲南大学共通教育セン

ター

大阪工業大学情報科学部 法政大学 経営学部

タイトル オンライン授業における

学習者のノートテイキン

グ特性の抽出

オンライン情報基礎学習

コースにおけるメタ認知

の視点を考慮した「学び

のスタイル」

ビデオ会議システムの

VR空間への拡張によ

る、ライブ感を高めたオ

ンライン授業配信

対話型大規模講義のオン

ライン化 ~受講生／教員

間インタラクションに関

する考察~

テーマ

発表順 ⅢーFー1 ⅢーFー2 ⅢーFー3 ⅢーFー4 ⅢーFー5

氏名 北  英彦 森  章汰 佐々木  皓平 今  智哉 中西  亮介

所属機関

名

三重大学工学研究科電気

電子工学専攻

三重大学大学院工学研究

科電気電子工学専攻

三重大学工学部電気電子

工学科 計算機工学

東北学院大学 工学研究

科 機械工学専攻

三重大学工学部電気電子

工学科計算機工学

タイトル 多人数演習における指導

を円滑にするための シ

ステムによるサポート

学生の動きと解答入力過

程の統合による課題への

取り組み状況の分析に関

する一検討

多数のフォトレジスタを

用いた学生の姿勢推定

―体格の違いへの対応―

Moodleを利用した実習

科目における学生の行動

形態調査

多数の記述式解答の要約

表示システム～同義語・

表現のゆらぎの考慮～

ラーニング・アナリティクス　司会：武沢　護（早稲田大学大学院教育研究科・高等学院）

外国語教育の革新　司会：角南北斗（フリーランス・ウェブデザイナー）

学びのデザイン　司会：橘　孝博（早稲田大学高等学院）

ⅠーAー5へ移動

E

F

A

B

C

■ 8月20日（木） ■

D

Ⅲ

プログラミング的思考　司会：平田義隆（京都女子中学校・高等学校）

教科書・教材と教育観　司会：興治文子（東京理科大学）

大学生協PC講座　司会：井内善臣（兵庫県立大学名誉教授）

©2020 CIEC



よみ 氏名 所属機関名 ページ 分科会日付

＜あ＞ あいざわ しゅう 相澤  崇 都留文科大学 111 ⅡーBー2 

あおき りな 青木  理奈 愛媛大学法文学部 127 ⅡーCー2 

あおき りな 青木  理奈 愛媛大学法文学部 130 ⅡーCー3 

あねがわ まさのり 姉川  正紀 中村学園大学 流通科学部 流通科学科 61 ⅠーD－4

あや こうじろう 綾  皓二郎 無所属 197 ⅢーBー2 

＜い＞ いかわ だいすけ 井川  大介 北海道北見市立北小学校 7 ⅠーAー3

いかわ だいすけ 井川  大介 北海道北見市立北小学校 175 ⅡーEー5

いざわ けんと 井沢  賢人 株式会社TRYWARP 225 ⅢーCー5

いちかみ さおり 一上  さおり 放送大学 大学院 167 ⅡーEー3

いちやなぎ ゆうすけ 一柳  佑介 三重大学大学院工学研究科電気電子工学専攻 237 ⅢーDー4 

いとう ふみひこ 伊藤  史彦 東海市立渡内小学校 15 ⅠーAー5

いとう さとし 伊藤  慧 明治大学付属明治高等学校・明治中学校 203 ⅢーBー4

いわた かずお 岩田  一男 関西学院大学 共通教育センター 65 ⅠーD－5

＜お＞ おおまえ ともみ 大前  智美 大阪大学サイバーメディアセンター 233 ⅢーDー3 

おがわ たけし 小川  健 専修大学（経済学部・生田校舎勤務） 183 ⅡーFー4

おがわ ちかこ 小河  智佳子 都留文科大学 201 ⅢーBー3

おど さとる 小渡  悟 沖縄国際大学産業情報学部 229 ⅢーDー1

おのだ てつや 小野田  哲弥 産業能率大学 情報マネジメント学部 41 ⅠーC－3 

おばり ひろゆき 小張  敬之 青山学院大学 69 ⅠーE－1

＜か＞ かたひら まさゆき 片平  昌幸 秋田大学大学院医学系研究科医療情報学講座 53 ⅠーD－1

かつい まどか 勝井  まどか 鈴鹿市立合川小学校 1 ⅠーAー1 

かとう よしまさ 加藤  良将 名古屋芸術大学 103 ⅡーAー5

かみかわばた はなえ 上川畑  花恵 鹿児島大学生活協同組合 97 ⅡーAー2

かみやま ひろし 神山  博 青森公立大学 59 ⅠーD－3

かわさき まみ 川崎  真美 東京都立国際高等学校 3 ⅠーAー2

＜き＞ きくち えいき 菊地  映輝 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター 138 ⅡーCー5 

きた ひでひこ 北  英彦 三重大学工学研究科電気電子工学専攻 255 ⅢーFー1

きたづめ りな 北爪  里菜 株式会社TRYWARP PCLS事業部 217 ⅢーCー3

きたむら しろう 北村  士朗 国立大学法人熊本大学 教授システム学研究センター 221 ⅢーCー4

きむら しゅうへい 木村  修平 立命館大学生命科学部 87 ⅠーF－3 

＜く＞ くらはし みのり 倉橋  農 大阪大学サイバーメディアセンター 189 ⅢーAー4

＜け＞ けいとく だいすけ 慶徳  大介 3rd school 187 ⅢーAー2

＜こ＞ こが たかあき 古賀  崇朗 佐賀大学全学教育機構 101 ⅡーAー4

ごとう たける 後藤  虎 大分大学生活協同組合 215 ⅢーCー2

こばやし たかゆき 小林  貴之 日本大学 文理学部 コンピュータセンター 11 ⅠーAー4

こばやし あきぞう 小林  昭三 新潟大学教育学部 207 ⅢーBー5

こん ともや 今  智哉 東北学院大学 工学研究科 機械工学専攻 264 ⅢーFー4

＜さ＞ さいとう まさる 齊藤  勝 帝京平成大学 185 ⅢーAー1

ささき こうへい 佐々木  皓平 三重大学工学部電気電子工学科 計算機工学 261 ⅢーFー3

ささたに やすゆき 笹谷  康之 立命館大学理工学部 31 ⅠーB－5

＜し＞ しのだ ゆうじ 篠田  有史 甲南大学共通教育センター 245 ⅢーEー3 

＜す＞ すがや かつゆき 菅谷  克行 茨城大学 121 ⅡーBー5 

すぎもと ゆうた 杉本  優太 三重大学大学院工学研究科電気電子工学専攻 154 ⅡーDー4 

すみとも ゆきのぶ 住友  千将 甲南大学大学院 自然科学研究科 知能情報学専攻 93 ⅡーAー1

＜せ＞ せき ゆうか 関  佑果 株式会社TRYWARP 211 ⅢーCー1

せのお けんいちろう 妹尾  堅一郎 NPO法人産学連携推進機構 49 ⅠーC－5 

＜た＞ たけうち あきのぶ 竹内  光悦 実践女子大学人間社会学部 25 ⅠーB－3

たなか まさあき 田中  雅章 ユマニテク短期大学 79 ⅠーE－4 

たなか まさあき 田中  雅章 ユマニテク短期大学 81 ⅠーE－5 

たなか かいしゅう 田中  海舟 長崎県立長崎南高等学校3学年 134 ⅡーCー4 

たなべ てつ 田邉  鉄 北海道大学 情報基盤センター 231 ⅢーDー2 

たまだ えいこ 玉田  瑛子 お茶の水女子大学 195 ⅢーBー1
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たん はやと 丹  勇人 東北学院大学大学院工学研究科機械工学専攻 89 ⅠーF－4

＜ち＞ チャン タン トゥン TRAN  THANH TUNG三重大学大学院工学研究科電気電子工学専攻 157 ⅡーDー5 

ちょう えん 趙  艶 三重大学工学部電気電子工学科計算機工学 71 ⅠーE－2 

ちょう しゅうびん 趙  秀敏 東北大学 高度教養教育・学生支援機構 241 ⅢーDー5

＜つ＞ つつい よういち 筒井  洋一 京都工芸繊維大学 37 ⅠーC－2 

＜て＞ てらお あつし 寺尾  敦 青山学院大学社会情報学部 150 ⅡーDー3

＜と＞ どひ しんいち 土肥  紳一 東京電機大学 システムデザイン工学部 デザイン工学科 146 ⅡーDー2

＜な＞ ながえ たかこ 永江  貴子 拓殖大学 75 ⅠーE－3 

ながおか たける 長岡  健 法政大学 経営学部 251 ⅢーEー5 

ながさわ なおこ 長澤  直子 大阪成蹊短期大学 経営会計学科 21 ⅠーB－2

なかだ ひで 仲田  秀 なし 33 ⅠーC－1

なかにし りょうすけ 中西  亮介 三重大学工学部電気電子工学科計算機工学 266 ⅢーFー5

＜は＞ はしもと ともや 橋本  知弥 東北学院大学 91 ⅠーF－5 

はま みちお 濱  道生 阪南大学経営情報学部 27 ⅠーB－4

＜ひ＞ ひぐち さぶろう 樋口  三郎 龍谷大学先端理工学部 177 ⅡーFー1

ひらた よしたか 平田  義隆 京都女子中学校高等学校 107 ⅡーBー1

＜ふ＞
ふくだ みよ 福田  美誉 株式会社ワークアカデミー 企画推進部、一般社団法人未

来教育推進機構 学習メソッド開発部会

45 ⅠーC－4 

ふせ まさひこ 布施  雅彦 福島高専工業高等専門学校 115 ⅡーBー3 

＜ほ＞ ほんだ なおや 本田  直也 大手前大学 181 ⅡーFー3

＜ま＞ ますやま かずみつ 増山  一光 神奈川県立商工高等学校 171 ⅡーEー4 

まつうら ひろし 松浦  寛 東北学院大学工学部機械知能工学科 85 ⅠーF－2 

まつうら としお 松浦  敏雄 大阪市立大学 179 ⅡーFー2 

＜み＞ みのはら たつお 箕原  辰夫 千葉商科大学政策情報学部 142 ⅡーDー1

＜も＞ もり かおり 森  夏節 酪農学園大学 環境共生学類 161 ⅡーEー1

もり しょうた 森  章汰 三重大学大学院工学研究科電気電子工学専攻 259 ⅢーFー2

＜や＞ やなぎた しんご 柳田  慎吾 東北学院大学大学院工学研究科機械工学専攻 83 ⅠーF－1

やの こうじろう 矢野  浩二朗 大阪工業大学情報科学部 247 ⅢーEー4 

やまだ ゆうこ 山田  夕子 社会医療法人愛仁会 本部企画・医療情報グループ 165 ⅡーEー2 

やまな かずき 山名  和樹 聖徳学園中学・高等学校 123 ⅡーCー1

＜よ＞ よしだ ともこ 吉田  智子 京都ノートルダム女子大学 193 ⅢーAー5

よしだ けんじ 吉田  賢史 早稲田大学高等学院 243 ⅢーEー2 

よしの あきら 吉野  陽 鹿児島大学 大学院 理工学研究科 工学専攻 機械工学プロ

グラム

99 ⅡーAー3

よねみつ きよし 米満  潔 佐賀大学 全学教育機構 57 ⅠーD－2

＜り＞ り がい 李  凱 獨協大学 117 ⅡーBー4 

＜わ＞ わたぬき しんや 綿貫  真也 流通科学大学 17 ⅠーB－1
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2020PCカンファレンス実行委員 

敬称略 

 

実行委員長 新関 三希代 同志社大学副学長・教育支援機構長 

副実行委員長 若林 靖永 京都大学（一般社団法人CIEC会長理事） 

宿久 洋  同志社大学 

 

井内 善臣 兵庫県立大学 

大鉢 忠  同志社大学 

興治 文子 東京理科大学 

小野田 哲弥 産業能率大学 

北村 士朗 熊本大学 

木村 修平  立命館大学 

剣持 貴弘  同志社大学 

菅谷 克行  茨城大学 

角南 北斗 フリーランス・ウェブデザイナー 

高木 育史  同志社大学 

鳥居 隆司  椙山女学園大学 

堂免 裕子  同志社生活協同組合 

中村 泰之  名古屋大学 

沼澤 明夫 全国大学生活協同組合連合会 

波多野 賢治 同志社大学 

平田 義隆 京都女子中学校・高等学校 

廣安 知之  同志社大学 

日和  悟  同志社大学 

松葉 哲史  法政大学生活協同組合 

吉田 賢史  早稲田大学高等学院 

吉田 晴世  大阪教育大学 

鷲嶺 奈緒子 大学生協事業連合 
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